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大
鍋
で
作
る
千
人
鍋

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
の
様
子

に
ぎ
わ
う
出
店
会
場

千
葉
県
多
古
町
か
ら
の
出
店

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

盛
り
上
が
っ
た
ラ
イ
ブ
の
様
子

た
く
さ
ん
の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
場

　

10
月
４
日
と
５
日
、
大
黒
森
２
２

９
ド
ー
ム
周
辺
で
第
29
回
に
ん
に
く

と
べ
ご
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
昨
年
を

上
回
る
約
９
８
０
０
名
が
来
場
し
、

田
子
牛
の
丸
焼
き
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

町
の
特
産
品
な
ど
、
田
子
の
味
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
・
ギ
ル
ロ
イ
市
や
韓
国
の
瑞
山

市
か
ら
の
ゲ
ス
ト
の
他
、
千
葉
県
多

古
町
や
宮
城
県
東
松
島
市
か
ら
も
関

係
者
が
来
町
し
、
一
緒
に
祭
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
田
子
牛
や
に
ん

に
く
加
工
品
が
当
た
る
「
田
子
ま
る

ご
と
抽
選
会
」、
飛
距
離
を
競
う
「
世

界
に
ん
に
く
と
ば
し
大
会
」、
的
を
狙

っ
て
に
ん
に
く
を
飛
ば
す
「
に
ん
に

く
射
的
」
と
い
っ
た
来
場
者
も
参
加

し
て
楽
し
め
る
催
し
物
の
他
、
岩
手

県
野
田
村
の
な
も
み
太
鼓
、
あ
ど
ば

る
ー
ん
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
風
・
ス

カ
テ
ィ
ッ
ク
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ズ
の
ラ

イ
ブ
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

出
店
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
多

古
町
、
階
上
町
、
野
田
村
、
東
松
島

市
が
地
域
ご
と
の
特
産
品
を
販
売
し

て
ま
つ
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
ま

た
、
田
子
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、

直
径
１
・
２
ｍ
の
迫
力
あ
る
大
鍋
を

使
用
し
、
千
人
鍋
（
田
子
牛
の
牛
す

じ
鍋
）
を
販
売
し
、
来
場
者
ら
の
目

を
引
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
海
外
派
遣
事
業
に
参
加

す
る
中
高
生
で
運
営
さ
れ
た
姉
妹
都

市
ブ
ー
ス
で
は
、
田
子
町
の
姉
妹
都

市
に
ち
な
ん
だ
ド
リ
ン
ク
を
販
売
し

ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
へ
フ
ェ
イ

ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
も
無
料
で
行
い

ま
し
た
。

今月の話題　

第29回に
んにくとべごまつり
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　トピックス

●
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
受
章

○
中
村
は
つ
（
新
田
）

○
髙
山
は
り
ゑ
（
七
日
市
）

○
原　

み
ね
（
杉
本
）

●
青
森
県
知
事
顕
彰

⑴
１
０
０
歳
到
達
者

○
中
村
は
つ
（
新
田
）

○
髙
山
は
り
ゑ
（
七
日
市
）

○
原　

み
ね
（
杉
本
）

⑵
88
歳
到
達
夫
婦

○
工
藤
傳
次
・
八
重
子（

七
日
市
）

○
七
日
市
小
次
郎
・
か
つ

（
七
日
市
）

○
村
木
佐
一
・
は
な
（
道
前
）

○
中
村
正
信
・
ハ
ギ
（
関
下
）

●
田
子
町
長
顕
彰（

米
寿
顕
彰
者
）

大
石
つ
や
（
下
田
子
）
佐
野
福

次
郎
（
舞
手
）
坂
上
忠
一
（
向

山
）
新
井
田
は
る
の
（
向
山
）

工
藤
八
重
子
（
七
日
市
）
砂
場

マ
サ
（
七
日
市
）
足
澤
ヨ
ネ
（
七

日
市
）
富
田
義
一
（
七
日
市
）

七
日
市
か
つ
（
七
日
市
）
森
ひ

で
（
七
日
市
）
澤
口
は
る
ゑ
（
野

月
）
蛇
沼
實
（
野
月
）
松
葉

延
（
野
月
）
尾
形
ち
よ
（
種
子
）

種
子
實
（
種
子
）
山
﨑
た
か
（
長

坂
）
新
井
田
テ
ル
ヱ
（
西
舘
野
）

し
、
受
賞
者
３
名
が
大
会
報
告

の
た
め
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

青
森
県
内
各
地
か
ら
肉
用
種
牛

の
部
に
86
頭
が
出
品
さ
れ
、
田

子
町
か
ら
は
肉
用
牛
が
６
つ
の

出
品
区
で
受
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
田
子
町
の
受
賞
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
等
級
、名
号
、受
賞
者
、農
林

水
産
大
臣
賞
等
）

●
農
林
水
産
大
臣
賞

▽
ふ
く
て
る
・
ご
ひ
ら
ふ
く
て

る　

尾
形
喜
悦

●
東
北
農
政
局
長
賞

肉
用
種
牛
の
部
（
日
本
短
角
種
）

▽
ひ
か
り　

米
田
正
行

●
第
１
区　

黒
毛
和
種　

若
雌

の
１
（
生
後
12
か
月
齢
～
16
か

月
齢
未
満
）

東
平
さ
だ
（
西
舘
野
）
和
田
カ

ヨ
（
西
舘
野
）
北
村
り
さ
（
上

野
）
脇
山
益
男
（
根
渡
）
宇
藤

つ
せ
（
上
風
張
）
新
田
み
つ
（
上

風
張
）

山
伸
（
風
張
）
小
笠

原
ト
ヨ
（
北
側
）
中
野
お
り
よ

（
北
側
）
稲
見
み
ね
（
塚
ノ
上
ミ
）

隅
と
み
ゑ
（

ノ
実
）
木
村
た

か
（
飯
豊
）
飯
原
セ
ヱ
（
原
）

白
板
亀
松
（
原
）
佐
藤
セ
ツ
（
道

地
）
原
壽
男
（
道
地
）
古
館
み

ゑ
（
道
地
）
原
ツ
ナ
（
石
亀
）

佐
々
木
広
之
助
（
杉
本
）
市
川

喜
代
三
郎
（
茂
市
）
平
山
三
郎

（
道
前
）
村
木
佐
一
（
道
前
）
村

木
は
な
（
道
前
）
岩
間
ま
つ
（
関

下
）
岩
間
正
信
（
関
下
）
猪
俣

謙
次
郎
（
関
上
）
中
村
正
雄
（
夏

坂
）
日
向
サ
ナ
ヱ
（
夏
坂
）
日

向
美
子
（
夏
坂
）
澤
口
カ
チ
エ

（
遠
瀬
）
齊
籐
ハ
ナ
（
水
亦
）
冷

清
水
正
次
郎
（
新
田
）

第
11
回

青
森
県
肉
用
牛
共
進
会

　

９
月
６
日
、
七
戸
町
の
青
森

県
家
畜
市
場
で
第
11
回
青
森
県

肉
用
牛
共
進
会
が
、
県
畜
産
農

協
連
合
会
・
全
農
県
本
部
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
９

月
17
日
に
は
、
出
品
者
を
代
表

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞　

第
４
か

つ
え
い
こ
う　

尾
形
喜
悦

▽
２
等
賞　

に
し
ゆ
う　

蹴
揚

忠
義

●
第
３
区　

黒
毛
和
種　

若
雌

の
３
（
生
後
19
か
月
齢
～
24
か

月
齢
未
満
）

▽
２
等
賞　

し
げ
た
だ　

土
川

幸
喜

●
第
４
区　

黒
毛
和
種　

第
１

花
国
系
繁
殖
雌
牛

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞　

第
４
は

な
こ
９　

土
川
幸
喜

●
第
５
区　

黒
毛
和
種　

繁
殖

雌
牛
（
経
産
の
も
の
）

▽
１
等
賞　

ご
ひ
ら
や
さ
か
え

　

森
崎
敏

●
第
６
区　

黒
毛
和
種　

母
系

登
録
群

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞　

ふ
く
て

る
・
ご
ひ
ら
ふ
く
て
る

　

尾
形
喜
悦

▽
２
等
賞　

こ
と
も
ゆ
り
９
・

と
み
ゆ
り　

尾
形
い
ね

●
第
７
区　

日
本
短
角
種
（
生

後
12
か
月
齢
以
上
）

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞　

と
し
こ

　

米
田
正
行

▽
２
等
賞　

ほ
ほ
と
よ
み

　

米
田
正
行

長
寿
を
祝
っ
て

～
敬
老
会
～

　

９
月
19
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
26

年
度
田
子
町
敬
老
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
各
地
区
か
ら
長

寿
の
方
々
約
５
０
０
名
が
出
席

し
、
１
０
０
歳
到
達
者
と
88
歳

到
達
者
に
顕
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
授
与
式
後
、
出
席
者
ら

は
田
子
幼
稚
園
、
田
子
保
育
園
、

上
郷
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
元

気
い
っ
ぱ
い
の
お
遊
戯
や
、
田

子
高
校
生
に
よ
る
息
の
合
っ
た

流
し
踊
り
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
鑑
賞
し
な
が
ら
祝
宴
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）表彰を受ける米寿顕彰者

報告に訪れた（右から）宮村さん（尾形さん代理）、
米田さん、土川さん

第29回に
んにくとべごまつり
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トピックス　

読
み
聞
か
せ
に
、
園
児
た
ち
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
、
時
に
は
一

緒
に
声
を
出
し
て
み
た
り
と
、

絵
本
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
日
読
ま
れ
た
絵

本
や
紙
芝
居
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
に
も
置
い
て
あ
り
、
聞
き

終
わ
っ
た
後
の
自
由
閲
覧
で
は
、

「
さ
っ
き
の
本
あ
っ
た
よ
！
」
と

う
れ
し
そ
う
に
手
に
取
り
、
読

み
始
め
ま
し
た
。

秋
の
交
通
安
全
運
動

三
町
合
同
総
決
起
大
会

　

９
月
21
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
26
年
秋
の
交
通
安
全
運
動

三
町
合
同
総
決
起
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
と
田

子
町
地
域
安
全
協
議
会
、
三
戸

な
か
、
園
児
ら
は
元
気
い
っ
ぱ

い
走
り
、
息
の
合
っ
た
マ
ス
ゲ

ー
ム
を
披
露
し
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演

奏
と
カ
ラ
ー
フ
ラ
ッ
グ
演
技
に

は
上
郷
保
育
園
の
園
児
も
参
加

し
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
演
技

に
歓
声
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

地
区
交
通
安
全
協
会
田
子
支
部

の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に

は
田
子
町
・
三
戸
町
・
南
部
町

の
三
町
の
交
通
安
全
関
係
団
体

が
集
結
し
ま
し
た
。
大
会
の
最

後
に
は
、
清
水
頭
小
学
校
交
通

安
全
母
の
会
の
千
葉
千
代
子
会

長
が
大
会
宣
言
を
行
い
、
参
加

者
全
員
で
交
通
事
故
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
の
実
現
を
誓
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
会
後
は
町
内

を
パ
レ
ー
ド
し
、
町
内
に
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

田
子
保
育
園
で
運
動
会

　

９
月
27
日
、
田
子
保
育
園
で

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田

子
保
育
園
で
は
、
会
場
を
埋
め

つ
く
す
ほ
ど
の
父
母
が
見
守
る

た
。
今
年
か
ら
１
歳
児
の
ク
ラ

ス
も
徒
競
走
に
参
加
し
、
元
気

よ
く
返
事
を
し
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。
保
護
者
ら
は
競
技
補
助
な

ど
の
協
力
を
し
、
運
動
会
の
成

功
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

熱
戦
制
し

阿
部
繁
孝
商
店
が
優
勝

　

５
月
に
開
幕
し
た
田
子
町
ナ

イ
タ
ー
野
球
大
会
の
全
試
合
日

程
が
終
了
し
、
９
月
30
日
に
は

閉
会
式
及
び
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
優
勝　

阿
部
繁
孝
商
店
７
勝

１
敗
▽
準
優
勝　

ト
ラ
ッ
ク
☆

エ
ン
ペ
ラ
ー
７
勝
１
敗
▽
第
３

位　

田
子
シ
ア
ト
ル
２
勝
５
敗

１
分

本
と
あ
そ
ぼ
う

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

　

９
月
12
日
、
田
子
小
学
校
に

「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は

な
し
隊
」
が
来
校
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
講
談
社
90
周
年
記
念

事
業
と
し
て
１
９
９
９
年
７
月

に
始
ま
り
、
２
台
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
が
全
国
47
都
道
府
県
を

１
カ
月
単
位
で
巡
回
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
田
子
幼
稚
園

の
応
募
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
田
子
幼
稚
園

の
園
児
と
田
子
小
１
学
年
が
参

加
し
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

紙
芝
居
を
鑑
賞
し
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
に
積
載
さ
れ
た
絵
本
を

自
由
に
選
び
、
絵
本
に
親
し
み

ま
し
た
。
お
は
な
し
隊
隊
長
の絵本を積んだキャラバンカー

絵本の読み聞かせに聞き入る園児たち

優勝した阿部繁孝商店チーム

パレードの様子

息のあったブラスバンドとカラーフラッグ演技 たくさんの拍手をもらったマスゲーム
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　トピックス

的
に
全
４
回
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
月
に
１
度
、
保
健

師
が
来
園
し
「
噛
む
こ
と
」「
虫

歯
予
防
と
夏
休
み
の
生
活
に
つ

い
て
」
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

９
月
に
は
栄
養
素
の
働
き
や
役

割
を
学
習
し
な
が
ら
、
調
理
実

習
に
向
け
た
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ

ー
を
、
対
象
園
児
全
員
で
相
談

し
作
成
し
ま
し
た
。
最
後
の
教

室
と
な
る
親
子
調
理
実
習
で
は
、

９
月
に
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た

メ
ニ
ュ
ー
を
も
と
に
、
お
母
さ

育
館
で
、
第
38
回
ナ
イ
タ
ー
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
開
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、

昨
年
優
勝
し
た
冠
ジ
ロ
ー
ズ
チ

ー
ム
の
久
保
益
彦
選
手
が
「
歴

史
と
伝
統
あ
る
田
子
町
ナ
イ
タ

ー
バ
レ
ー
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て

正
々
堂
々
戦
い
抜
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
全
15
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
11
月
下
旬
ま

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

ん
と
協
力
し
て
調
理
を
進
め
ま

し
た
。
栄
養
士
の
中
村
さ
ん
は

「
最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
油

が
多
い
洋
食
を
選
び
が
ち
。
今

回
の
実
習
を
通
し
て
、
栄
養
や

健
康
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
意
識

し
て
も
ら
え
た
ら
」
と
語
り
ま

し
た
。

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
リ
ー
グ

開
幕

　

10
月
９
日
、
田
子
中
学
校
体

▽
首
位
打
者　

桐
明
渉
（
阿
部

繁
孝
商
店
）
打
率
６
０
０
．
０

▽
打
点
王　

山
舘
冬
樹
（
阿
部

繁
孝
商
店
）
12
点
▽
本
塁
打
王

桐
明
渉
（
阿
部
繁
孝
商
店
）
３

本
▽
最
多
勝
利
投
手
賞　

坂
本

右
京
（
ト
ラ
ッ
ク
☆
エ
ン
ペ
ラ

ー
）
４
勝
▽
最
多
奪
三
振
賞　

菊
地
誠
（
田
子
町
役
場
）
32
個

幼
児
健
康
づ
く
り
教
室

　

10
月
３
日
、
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

で
幼
児
健
康
づ
く
り
教
室
親
子

調
理
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
が
、
田
子
幼
稚
園
宇

宙
組（
５
歳
児
）を
対
象
に
、
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
食
生
活

の
問
題
を
ふ
ま
え
、
生
活
習
慣

病
リ
ス
ク
に
関
す
る
健
康
教
育

を
低
年
齢
か
ら
行
う
こ
と
を
目

選手宣誓をする久保選手

バランスメニューをおいしく食べました

地域おこし協力隊辞令交付式
　10月１日、地域おこし協力隊の
辞令交付式が行われました。地域
おこし協力隊とは、地域力の維持
や活性化につながる活動に従事す
るもので、町では初めて、３大都
市圏の都市地域または地方都市在
住の方を対象に募集を行いまし
た。これに応募し採用された筒崎

靖史さん（写真）へ、辞令が交付されました。これから新たな
町の魅力を発掘するために町内各所へ足を運び、町民の皆様と
お話する機会もあるかと思いますので、見かけた際には気軽に
声をかけ交流を深めてくださるようお願いします。

【プロフィール】
◎名前：筒崎 靖史（つつざき やすし）

◎年齢：36歳
◎出身地：宮城県多賀城市
◎お住まい：下本町

◆趣味や特技は？
山歩きや、工場や鉱山などの産業遺産、廃校などを眺めたり
すること。小説や文章を書くことも好きです。

◆田子町で地域おこし協力隊として活動しようと思った理由
は？

自然の中に身を置いて、人の役に立てる仕事を、と考えてい
たときに田子町の募集を見て、町の熱い想いを感じたからで
す。

◆田子町で暮らし始めて感じる良いところは？
旧上郷小水亦分校や丘の風景、遠瀬・新田の景色が好きで、
写真を撮りに行ったりします。あとは、水が美味しいです！

◆将来の目標は？
町が活性化する活動をずっとやっていきたいと思っています。
その中で、田子町や地域おこし協力隊の活動を題材に、趣味
の小説を書き上げたいです。

◆ひと言
多くの交流を通じて、手を取り合い、田子町の新しい魅力を
一緒に発見していきましょう！

こちらの車で活動します
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■  田子町立田子幼稚園
　平成27年度園児募集要項
　幼稚園は子どもが初めて出会う学校です
▼募集園児　定員90名
▼資格
◎３歳児　平成23年４月２日～平成

24年４月１日生まれ
＊満３歳のお誕生日を迎えた翌月か

ら入園できます。
◎４歳児
　平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれ
◎５歳児
　平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれ
▼願書受付期間　11月４日（火）から11月25日（火）
　時間は午前９時から午後５時まで
　（ただし土・日曜日及び祝祭日を除く）
　願書は幼稚園または田子町教育委員会教育課（中央
公民館）にあります。
＊所定の願書に記入のうえ、田子幼稚園へ提出してく
ださい。

問田子幼稚園 ☎３２−２３４０

■  美しいまちづくり条例が施行しました
　町では、青森・岩手県境の産業廃棄
物不法投棄現場の全量撤去を契機とし
て、町ぐるみで環境への関心を高め、
生活環境の向上を図るため、美しいま
ちづくり条例を制定しました。
　条例では、町、住民や事業者などが
美しいまちづくりのために守るべきこ
とを定めています。
　空き缶やごみくず等のポイ捨てや歩きながらの喫
煙、飼い犬等のふんの放置をしないようにしましょう。
　なお、条例全文は10月中旬に全世帯に配布しており
ますので、そちらをご参照ください。

問役場住民課住民環境グループ ☎２０−７１１３

■  あなたにも、マイナンバー。はじまります
　マイナンバー（個人番号）とは、国民一人ひとりが
持つ12桁の番号のこと。
◎平成28年１月から社会保障・税・災害対策の行政手

続きで使用が始まりますので、大切にしてください。
◎法人にも13桁の法人番号が指定され、官民問わずに

自由に使用できます。

■  あなたの「困った」の「力」になります
　失業などで、収入がなく生活に困っている方。生活
保護をもらっているが、就労したいという気持ちがあ
る方。障害などにより、自立に不安があり悩んでいる
方。あなたの暮らしが安心した毎日になるまで、寄り
添いながら支援します。
　相談・支援は無料です。秘密は守ります。
▼相談日　月曜日から金曜日　午前９時～午後５時
　※ 土日、祝日、年末年始を除く

問三戸地方自立相談支援窓口
　〒039-0105三戸郡南部町沖田面千苅４５
　南部町保健福祉センター「ぼたんの里」内
　☎０１７９−３４−２６５８

お知らせ　

■  「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
　が発行されます～年末調整・確定申告まで
　大切に保管を！～
　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告におい
て全額が社会保険料控除の対象となります。その年の
１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象
です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したこ
とを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成26年１月１日から９月30日までの
間に国民年金保険料を納付された方については、「社
会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年11月
上旬に日本年金機構本部から送付されますので、年末
調整や確定申告の際には必ずこの証明書、または領収
証書を添付してください。
　また、平成26年10月１日から12月31日までの間に
今年はじめて国民年金保険料を納付された方について
は、平成27年２月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
ご本人の社会保険料控除に加えることができますの
で、ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申
告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」につ
いてのご照会は、控除証明書のはがきに表示されてい
る番号か、または八戸年金事務所（☎0178−43−
7368）までお問い合わせください。

平成27年
10月から

マイナンバーを
一人ひとりに
お届けします！

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん
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　お知らせ

■  裁判員制度
　～まもなく名簿記載通知を発送します！
　平成27年の裁判員候補者名簿に登録された方には、
本年11月中に名簿に登録されたことの通知（名簿記載
通知）をお送りします。この通知は、来年２月頃から
平成28年２月頃までの間に裁判所にお越しいただき、
裁判員に選ばれる可能性があることを事前にお伝え
し、あらかじめ心づもりをしていただくためのもので
す。
　なお、この段階では、まだ具体的な事件の裁判員に
選ばれたわけではありませんので、すぐに裁判所にお
越しいただく必要はありません。（実際に裁判所にお
越しいただくことになった場合には、別途お知らせし
ます）

　裁判員制度ウェブサイトでは、裁判員制度の実施状
況のほか、各地方裁判所の裁判員裁判の情報、裁判員
制度に関するＱ＆Ａなど、様々な情報をお伝えしてい
ますので、ぜひご利用ください。
▽裁判員制度ウェブサイト

http://www.saibanin.courts.go.jp/
▽裁判所ウェブサイト　http://www.courts.go.jp/

■  放送大学４月生募集のお知らせ
　放送大学では、平成27年度第１学期（４月入学）の
学生を募集しています。
　放送大学はテレビ等の放送や、インターネットを利
用して授業を行う通信制の大学です。働きながら学ん
で大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な
目的で幅広い世代、職業の方が学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学
など、幅広い分野を学べます。

○15歳以上の方なら、１科目から学習
する選科履修生・科目履修生として入
学できます。

○18歳以上の大学入学資格をお持ちの
方なら、学力試験はなく、全科履修生として入学で
き、４年以上在学して124単位以上を修得し、卒業
すると、学士（教養）の学位を取得できます。

○ひとつの分野を体系的に学びたい方には、「放送大
学エキスパート」を実施しています。

　出願期間は平成27年３月20日まで。
　資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学
青森学習センター（☎0172-38-0500）または八戸
サテライトスペース（☎0178-70-1663）までご請
求ください。放送大学ホームページでも受け付けてお
ります。

■  平成27年度母子・父子・寡婦福祉資金
　予約貸付のお知らせ
▼目的　
　高校・大学等の受験前の貸付の可否を決定すること
で、入学後の資金について見通しを立てることにより、
その進学を経済的に支援し、母子・父子家庭等の福祉
を増進することを目的としています。
▼対象者　
　平成27年度において高等学校、大学、高等専門学
校、専修学校、各種学校等への進学を希望する八戸市、
三戸郡及びおいらせ町に居住する母子・父子・寡婦家
庭の方、並びに父母のない児童・生徒を扶養している
方またはその扶養している児童・生徒。
▼対象資金名　
　修学資金・就業資金・就学支度資金
▼申請受付期間
　平成26年11月４日（火）～平成27年１月30日（金）
※申請書が提出されてから振込まで一定日数（２～３
ヵ月程度）かかります。

問三八地域県民局地域健康福祉部福祉総室（三戸地方
福祉事務所）☎０１７８−２７−５１１１　内線３４８
問役場住民課福祉グループ ☎２０−７１１９

■  浄化槽を正しく使いましょう！
　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化する
ため、適正な管理が必要です。そのため、浄化槽法で
は次のことが義務付けられています。
①定期的な保守点検　②年１回の清掃　③法定検査の
受検（使用開始後及び年１回）
　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、本来の
浄化機能が十分に発揮されているかを判定するもの
で、一般社団法人青森県浄化槽検査センター（☎０１
７−７２６−９５００）が行います。
　また、浄化槽の使用開始時や廃止時、所有者の変更
時などには、八戸環境管理事務所（☎０１７８−２７−５
１１１）への届出等が必要です。

■  高機能消防指令センター
　一般公開（消防本部４階）
　正しい119番通報要領と、消防車・救急車が出動す
るまでの仕組みを紹介します。
▼日時　11月８日（土）９日（日）午前10時～午後４時
▼場所　八戸広域消防本部４Ｆ　司令室
　　　　〒031-0011八戸市田向字松ヶ崎7-8

問八戸広域消防本部指令救急課
☎０１７８−４４−２１３５
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お知らせ　

■  平成26年分年末調整説明会のお知らせ
　八戸市及び三戸郡内の源泉徴収義務者を対象に行い
ます。下記の期間いずれの会場にご出席いただいても
結構です。
▼開催日時・場所
◎11月18日（火）午後２時から　八戸市公民館
◎11月19日（水）
　①午前10時から　②午後２時から　八戸市公民館
◎11月20日（木）午後１時30分から
　三戸町農村環境改善センター
◎11月21日（金）午後１時30分から
　五戸町立公民館小ホール
問八戸税務署法人課税第一部門 ☎０１７８−４３−０１４１

（音声案内２番を選択）

■  町民税・県民税は給与引き去りで
　毎月の給与から所得税を源泉徴収（給与引き去り）
されている給与所得者は、町民税・県民税についても
同様に事業主（給与支払者）が特別徴収（給与引き去
り）して納めていただくことが、原則となっています。
　年４回に分けて自分で納める普通徴収に比べて、従
業員の方には１回の負担が少なく、納め忘れもなくな
るなどの利点があり、税額は、町から毎年５月末まで
に通知しますので、事業主の方には計算の手間はあり
ません。
　対象は、前年中に給与の支払いを受け、かつ当年の
４月１日において給与の支払いを受けている従業員で
す。
　事業主の方は、来年１月末までに町に提出する給与
支払報告書を、対象となる従業員の分について、特別
徴収として提出してください。
　なお、県と町では、町民税・県民税の特別徴収制度
の周知と徹底に取り組んでおり、平成27年度以降は、
普通徴収で報告された場合でも特別徴収の義務がある
と認められるときは、事業主を特別徴収義務者として
指定することがあります。
　詳しくは、県税部または町税務課までお問い合わせ
ください。

問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１

問役場税務課 ☎２０−７１１２

■  納税証明書交付申請時の本人確認にご協力
　ください
　納税証明書の交付申請をするときは、次のとおり、
本人確認をさせていただいております。
１．納税義務者本人（法人の場合は代表者）が交付申

請の手続きを行う場合
　運転免許証、住基カード、パスポートなど、本人で
あることを証明する写真付きの公的書類の提示をお願
いしています。
２．納税義務者本人以外の方が交付申請の手続きを行

う場合
　納税義務者本人（法人の場合は代表者）
からの委任状のほか、交付申請の手続き
を行う方について、本人であることを証
明する書類の提示をお願いしています。
　委任状には、納税義務者本人（法人の場合は代表者）
の自署、押印（印鑑登録された代表者印）、代理人の
自署、押印（認印）をお願いします。

問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１

■  一部窓口業務の時間延長について
　町では、仕事等により開庁時間に窓口に来られない方々
の利便性を図るため、電話予約があった場合に一部窓口業
務の時間延長を行っています。
▼実施時間　平日午後７時まで
　（当日午後５時までに電話での予約が必要です）
▼持参いただくもの　　①身分証明書（免許証等）②印鑑
▼実施業務

【住民課】　次の書類を発行します。
　①住民票の写し  ②印鑑登録証明書  ③戸籍証明書
　④身分証明書
　※ 転入・転出等の住民異動及び印鑑登録は平日午後５時
　　までの取り扱いとなります。
　※ ②印鑑登録証明書の発行には、併せて印鑑登録証が必
　　要となります。

【税務課】　次の書類を発行します。
　①納税証明書  ②標識交付証明書  ③事業証明書
　④所得証明書  ⑤課税非課税証明書  ⑥資産評価証明書  
　⑦資産公課証明書  ⑧無資産証明書
　⑨図面交付・台帳閲覧

問役場住民課住民環境グループ ☎２０−７１１３
問役場税務課税務グループ ☎２０−７１１２

■  第７回ふるさとあおもり景観賞応募受付中
　あなた自慢のふるさとの風景をお送りください
▼募集期間　平成27年１月31日（土）まで
　最優秀賞の応募者へはクオカード５千
円分を贈呈します。
　詳しくは、役場備え付けの「ふるさと
あおもりの景観募集」チラシをご覧にな
るか、インターネットで『ふるさとあおもり景観賞』
と検索してください。（ご希望の方には郵送します）

問田子町役場建設課建設グループ ☎２０−７１１７
問青森県県土整備部都市計画課

☎０１７−７３４−９６８１
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●健康
▽血管いきいき健康法／「きょう

の健康」番組製作班／493ケ
▽１分のツボ押しで「老眼」は回

復する！／496フ
●料理、手芸など
▽共働きごはん／上田淳子／596

ウ
▽暮らしを、センスよく小さくす

る本／597ク
▽手仕事の服／工房のむら／753

テ
●歴史・時代小説
▽昨日のまこと、今日のうそ／宇

江佐真理／913ウ
▽当たらぬが八卦／占い同心鬼堂

民斎１／風野真知雄／913カ
▽女難の相あり／占い同心鬼堂民

斎２／風野真知雄／913カ
▽関所破り定次郎籠のお練り／佐

藤雅美／913サ
▽緋の天空／葉室麟／913ハ
▽お文の影／宮部みゆき／913ミ
▽花見弁当／料理人季蔵捕物控23

／和田はつ子／913ワ
▽瑠璃の水菓子／料理人季蔵捕物

控24 ／和田はつ子／913ワ
●ミステリー・警察小説など
▽後妻業／黒川博行／913ク
▽神の子／上下巻／薬丸岳／913ヤ
▽十津川警部日本縦断長篇ベスト

選集39 ／西村京太郎／913ニ
▽十津川警部日本縦断長篇ベスト

選集40 ／西村京太郎／913ニ
●そのほかの小説など
▽笹の舟で海をわたる／角田光代

／913カ              
▽聖地 Cs ／木村友祐／913キ
▽僕とおじいちゃんと魔法の塔６

／香月日輪／913コ
▽四人組がいた。／高村薫／913タ
▽ねじまき片想い／柚木麻子／913

ユ
●エッセイなど
▽貴様いつまで女子でいるつもりだ

問題／ジェーン・スー／367ジ
▽アンのゆりかご／村岡花子の生

涯／910ム
▽あなたが、ここに生まれてきた理

由（わけ）／木村藤子／147キ
▽泣いたの、バレた？／酒井順子

／914サ
▽旅の人、島の人／俵万智／914

タ
▽シルバー川柳４／911シ

　秋の読書
週間です。
図書館では
昨年の10
月から１年
間で、貸出
の多かった
本をランキ
ング形式で
約40冊紹
介します。

▼小説・手記
○ホテルローヤル／桜木紫乃
○北の街物語／内田康夫
○祈りの幕が下りる時／東野圭吾
○仕事休んでうつ地獄に行ってきた

／丸岡いずみ
▼小説以外
○母であるあなたに気づいてほしい

こと／木村藤子
○ペコロスの母に会いに行く／岡野

雄一

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー

図書館情報
めくる　めぐる　本の世界
読書週間１０／２７（月）～１１／９（日）

図書館おやすみカレンダー

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

10月・11月の図書館行事
▼10 ／27（月）～11 ／９（日）

読書週間
▼11 ／１（土）～

古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
▼11 ／８（土）午前10時30分から

本の読みきかせととしょかんクラブ
「おばけ」の折り紙作り

▼11 ／22（土）午前10時30分から
本の読みきかせととしょかんクラブ
折り紙で「クリスマスリース」を作
ろう

※10 ／25（土）「本の読みきかせとと
しょかんクラブ」はお休みです。

図書館休館日
毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木
曜日（館内整理日）

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

田子町立図書館 ☎２０‐７２２１

●「2014貸出ランキング」特集

　図書館はこの10月で開館20周年
となります。これを記念して「本の
貸出用バッグ」を、図書館の本を借
りた方にプレゼントします。

▼期日　10月25日（土）から
▼対象　図書館に来館し、本を５冊
　借りた方。先着500名様。

○数に限りが
あります。ど
うぞご了承く
ださい。

▼期間　11月１日（土）から
　※ 本がなくなり次第終了します。
▼対象
　図書館の貸出券をお持ちの中学生
以上の方。貸出券がない方は図書館
カウンターでお作りください。

▼内容
　古雑誌は３冊まで、古本は何冊で
も差し上げます。職員にお持ちにな
る冊数を教えてください。

●図書館開館20周年記念−本の貸出用バッグプレゼント−
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田子ひとくるめゃ文化祭
～実りの秋をここに集結！
●「ひとくるめゃ」
　＝「一括め」の田子なまり
……文化・産業・健康を集めた文化祭
▽「ひとくる」＝「人来る」
……人が集まる文化祭
▽「めゃ」
　＝食べ物が「おいしい」文化祭、
　　作品「上手（うまい）」文化祭

▼開催期日　11月１日（土）午前10時～午後４時
　　　　　　　　  ２日（日）午前９時～午後３時
▼開催場所
　田子町中央公民館、農業者トレーニングセンター、
　田子町中央コミュニティ広場
▼内容
 展示の部

◎田子町文化協会作品展《公募》 ････････２日間
◎各団体作品展《公募》 ･････････････････２日間
◎個人作品展《公募》 ･･･････････････････２日間
 行事の部

◎あどばるーんお笑いライブ ････････････１日（土）
◎田子神楽講座成果発表会 ･･････････････１日（土）
◎町民将棋大会 ････････････････････････２日（日）
◎自転車のろのろ大会 ･･････････････････２日（日）
 出店の部

◎関係団体出店《公募》 ･････････････････２日間
 体験の部

◎ニュースポーツ体験 ･･････････････････１日（土）
◎キッズチャレンジ ････････････････････２日（日）
◎救急法、防災体験 ････････････････････２日間
◎ノルディックウォーキング教室 ･･･････２日（日）
 健康増進の部

◎介護予防公開教室 ････････････････････１日（土）
◎チャリティーバザー ･･････････････････１日（土）
◎福祉機器展示体験 ････････････････････２日間
◎知っていますか介護の現状 ････････････２日（日）
◎健康チェック ････････････････････････２日（日）
◎ラジオ体操講習会 ････････････････････２日（日）
◎歯みがき指導 ････････････････････････２日（日）

 産業振興の部

◎たっこにんにく共進会展示・表彰 ･････２日間
◎千人鍋 ･･････････････････････････････２日間
◎展示（農機具、魅力発信事業体験記） ･･２日間
◎野菜直売 ････････････････････････････２日（日）
◎模擬競り ････････････････････････････２日（日）
 スタンプラリー（２日間）

　スタンプラリーのポイントを集めた方に、田子の
食材で作った千人鍋を無料で振る舞います。
※以上内容については変

更もあります。詳細に
ついては、ポスター等
をご覧ください。

※文化祭に出展する作品
を募集しております。

　ぜひ、この機会にあなたの丹精込めた作品を展示、
紹介してみませんか。

新発見！町内健康ウォーキング（第６回報告）
　６回目のウォーキング上郷Ｂコースは、嘉沢～山
口～関～夏坂（みろくの滝）までの10km。
　秋晴れの気持ちの良い天候に恵まれ、まさに“ウ
ォーキング日和”となり、にんにく植えの盛んな街
道を闊歩しました。
　参加者からは、「関の
洞円寺、山門、仁王様、
初めて見ました。歴史を
感じるお寺でした」「み
ろくの滝からの清らかな
水に感動しました。滝は
いつ見てもきれいです
ね」「地元なのにいろい
ろな御番所があることを
知りませんでした。それ
を改めて感じることがで
き、参加して良かったで
す」などの感想が寄せられました。
　来月は、いよいよ最後のウォーキングです。参加
希望の方はどうぞ公民館までお知らせください。

みんなでチャレンジ　公民館講座のお知らせ
●生花講座　
▽とき　11月22日（土）午後６時
30分～午後９時▽ところ　中央公
民館研修室▽材料費　1,000円程度
▽持ち物　花はさみ、カッター等
▽申込先　中央公民館へ電話で申し
込みください
●ヨガ健康講座
▽とき　11月13日（木）、27日（木）
午後７時～９時▽ところ　中央公民

館和室▽持ち物　ヨガマットまたは
バスタオル、フェイスタオル等
●フラワーアレンジメント
▽とき　11月25日（火）午後７時
～９時▽ところ　上郷公民館研修室
▽参加費　2,000円～3,000円程度
▽テーマ「クリスマス用アレンジ」
▽持ち物　花ばさみ、ゴム手袋、移
植ベラ、カッター▽申込先　上郷公
民館へ電話で申し込みください

●水曜わんぱくじゅく
▽とき　11月19日（水）午後３時
～５時▽ところ　上郷公民館研修室
▽申込　当日受付します
●神楽講座『成果発表会及び終了式』
▽とき　11月１日（土）午前10時
30分～正午
▽ところ　コミ
ュニティ広場
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０−７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

第60回町民運動会
　９月14日、第
60回町民運動会
が田子高校グラウ
ンドにて、３年ぶ
りに開催されまし
た。今回で60回
と い う 節 目 を 迎
え、様々な分野の
方々からの意見を
踏まえた新たな形でのスタートとなりました。これ
までの個人種目をオープン種目とし、人数制限なく
誰でも参加可能となり、幼児からお年寄りまで多く
の方が参加しました。また、各消防団からも参加を
募り、担架リレーなど防災を意識した種目も取り入
れられました。途中雨に見舞われ、急きょ中止とな

ってしまいました
が、参加者らはこ
れまでと違う競技
を楽しんだ様子で
した。
　全チームの順位
は以下のとおりで
す。

◎総合
第１位　清水頭チーム
　　　　（15年ぶり）
第２位　相米風張チーム
第３位　南側チーム
第４位　来満チーム
第５位　石亀チーム
第６位　原　チーム
第７位　下組チーム

◎オープン参加競技１位
◆かけっこ（50ｍ）
　星　斗翔
◆田子№１決定戦　女子
▽小学低学年　古館美優 ▽小学高学年　澤口梨乃
▽中学生　新井田美穂 ▽高校～29歳　白板麗香
▽30 ～39歳　板橋由香梨 ▽40歳以上　稲村カホル
◆田子№１決定戦　男子
▽小学低学年　中山聖翔 ▽小学高学年　尾形颯紀
▽中学生　大向正洋 ▽高校～29歳　山市真也
▽30 ～39歳　中山倫一 ▽40歳以上　川守田洋人

平成27年田子町成人式該当者名簿

　平成27年１月11日（日）田子町成人式を実施しま
す。該当者には11月中にご案内のはがき（往復はが
き）をお届けいたします。該当者で町内在住者、町
出身者であればどなたでも参加できます。掲載され
ていない方で参加を希望する方は中央公民館へお申
し込みください。
　なお、新成人の皆様から返信用はがきに参加の有
無と合わせて「成人宣言」を書いていただいており
ますので、お早めにご連絡をお願いいたします。

▼向山　池田広太郎　▼衣更　関本菜摘　舛田美鈴
▼七日市　釜渕靖大　富田将吾　稲村遥奈　釜渕智
子　久保文乃　野端天佳　冷清水春菜　▼矢田郎　
獅子内信人　岩間咲　小原南　笠原ちはる　地切唯
緒菜　三田綾佳　▼野月　蛇沼昇平　柳田澪奈　▼
野々上　米田千穂　▼池振　尾形知哉　▼川向　沢
口千枝　▼清水頭　山市卓哉　山市美穂　▼長坂　
木本春圭　▼西舘野　中澤良幸　中村祐介　山市康
寛　堰端愛美　西村苑華　▼宮野　大野華奈　▼細
野　門上美雪　加藤真由　▼明土平　稲村直人　▼
上相米　道上健太　▼上風張　堀田安見　簗田花実
▼風張　南大地　山本麻樹　▼南風張　小舘蓮音　
小舘聖蘭　▼北側　長畝みず穂　▼南側　奥みちる
▼サンモール　池田葵　佐々木鈴梨　▼雀ヶ平　笠
嶋美樹　▼野面　山沢大貴　▼飯豊　佐藤大輔　三
田彩　▼原　岩間研人　岩間功将　白板翔平　▼道
地　佐藤琢磨　▼石亀　原健将　阿部春輝　▼杉本
小島嘉恵　▼茂市　内條
冴基　市川佳澄　▼道前
大坊圭人　▼嘉沢　木崎
加奈子　▼山口　日澤太
輔　▼関上　川原志保　
▼夏坂　堀川玲央奈　▼
新田　中山誠也

アトラクションで演奏する
田子小ブラスバンド部

幼児対象のかけっこ（50m）

15年ぶりに優勝した清水頭チーム

平
成
26
年
成
人
式
の
様
子

平
成
26
年
成
人
式
の
様
子
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●11月1日（土）
　ひとくるめゃ文化祭
　（中央公民館他）午前10:00～午後4:00
●11月2日（日）
　ひとくるめゃ文化祭
　（中央公民館他）午前9:00～午後3:00
●11月4日（火）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30～8:30
●11月5日（水）
　複合健診（清水頭小学校）午前6:30～8:30
●11月6日（木）
　複合健診（石亀研修センター）午前6:30～8:30
●11月7日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　健診結果説明会
　（せせらぎの郷）午前8:30～11:30
●11月10日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●11月11日（火）
　思春期教室
　（田子中学校）午後1:35～2:25
●11月12日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00～10:30
　健診結果説明会
　（都市農村交流センター）午前10:00～11:30
　（相米福祉館）午後2:00～3:00
●11月13日（木）
　複合健診（上郷公民館）午前6:30～8:30
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00

●11月14日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●11月17日（月）
　複合健診（上郷公民館）午前6:30～8:30
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●11月18日（火）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30～8:30
●11月19日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00～10:30
　保健推進員学習会
　（せせらぎの郷）午後3:30～5:00
●11月20日（木）
　献血（せせらぎの郷）午前9:30～午後3:30
●11月21日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●11月26日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00～10:30
●11月27日（木）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30～8:30
●11月28日（金）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30～8:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30

11月の主な保健・介護予防事業予定表

誕生

●新井田紘
こうせい

成（清一朗・遥香）／向山
●三田烈

れ お

煌（孝明・春美）／南風張
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●立本隼人（川向）
　小舘史織（南風張）

お悔やみ
●西野　壽（86歳）種子
●北村キミヨ（67歳）池振
●山本はつ（94歳）根渡
●野端たま（86歳）野面
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
26
年
９
月
30
日
現
在

世帯数／2248（＋１）
人口／6188（−８）
男／2968（±０）
女／3220（−８）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

11
月
9
日
は
、「
１
１
９
番

の
日
」
で
す
。
火
災
・
救
急
・

救
助
な
ど
の
１
１
９
番
通
報
の

時
は
、
係
員
の
質
問
に
簡
潔
に

答
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
１
１
９
番
通
報
の
注
意
点

▽
「
火
事
」
か
「
救
急
」
の
区

別
を
は
っ
き
り
と
言
う
。

▽
落
ち
着
い
て
住
所
（
場
所
）、

付
近
の
目
標
と
な
る
建
物
を
伝

え
る
。

▽
あ
な
た
の
名
前
、
通
報
し
て

い
る
電
話
番
号
を
教
え
る
。

◎
携
帯
電
話
で
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
運
転
時
は
、
安
全
な
場
所
に

停
車
し
て
か
ら
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
通
報
場
所
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
近
く
の
人
に
聞
く
か
、

周
り
の
建
物
や
看
板
、
電
柱
な

ど
を
見
て
住
所
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
通
報
後
、
消
防
本
部
か
ら
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で

電
源
を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
子
ど
も
が
被
害
者
に
な
る

　

犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す

　

最
近
、
子
ど
も
（
特
に
女
児
）

が
連
れ
去
ら
れ
、
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
事
案
が
多
く
発
生
し

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◎
子
ど
も
が
被
害
に
遭
う
と
き

の
特
徴
は

▽
一
人
で
い
る
時
の
方
が
狙
わ

れ
や
す
い
。

　

複
数
で
い
れ
ば
、
一
緒
に
い

た
子
ど
も
が
周
囲
の
大
人
に
事

件
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、

早
め
に
対
応
で
き
ま
す
。

▽
言
葉
巧
み
に
誘
い
出
す
た
め

思
わ
ず
つ
い
て
行
っ
て
し
ま
う
。

　
「
ゲ
ー
ム
や
ろ
う
」「
お
母
さ

ん
が
ケ
ガ
し
た
よ
」
な
ど
巧
み

な
言
葉
で
誘
い
出
し
ま
す
。

▽
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
も
、

誰
に
も
言
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

わ
い
せ
つ
事
件
は
、
恥
ず
か

し
さ
や
恐
怖
、
親
に
し
か
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
な
ど
の
理
由

で
被
害
に
遭
っ
て
も
黙
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
保
護
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い

▽
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
助
け

を
求
め
て
駆
け
込
め
る
「
子
ど

も
１
１
０
番
の
家
」
が
ど
こ
に

あ
る
か
、
お
子
様
と
一
緒
に
通

学
路
を
歩
い
て
確
か
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

▽
お
子
様
か
ら
不
審
者
に
関
す

る
情
報
を
聞
い
た
と
き
は
、
ど

ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
警
察
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
情
報
が
、
犯
罪
の
拡
大
、
未

然
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
！

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜～金曜　午前９時～午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。
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●
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会

　

９
月
８
日
、
お
月
見
会
の
行

事
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
の

交
流
会
を
も
ち
ま
し
た
。

　

園
長
先
生
の
お
話
の
中
で
、

月
の
変
化
す
る
様
子
や
、
な
ぜ

お
月
見
に
お
だ
ん
ご
を
供
え
る

の
か
、
す
す
き
を
飾
る
の
は
ど

う
し
て
か
な
ど
、
由
来
等
を
教

え
て
も
ら
う
こ
と
で
お
月
見
へ

の
興
味
を
深
め
た
子
ど
も
た
ち
。

  

会
食
で
は
、
お
月
様
の
よ
う

に
丸
い
お
だ
ん
ご
を
、
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
と
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
食
後

は
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
か
ら
、
お
は
じ
き
や
お
手
玉
、

あ
や
と
り
等
の
昔
遊
び
を
教
え

て
も
ら
い
、
時
間
を
忘
れ
て
ふ

れ
あ
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

給
食
を
食
べ
る
頃
に
は
す
っ

か
り
う
ち
解
け
、
自
分
の
こ
と

を
話
し
た
り
、
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
に
「
が
ん
ば
れ
」

と
応
援
し
て
も
ら
い
な
が
ら
食

べ
ま
し
た
。

  

子
ど
も
た
ち
が
知
ら
な
い
こ

と
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、

親
し
み
や
尊
敬
の
気
持
ち
が
持

て
た
今
回
の
交
流
会
。

　

人
と
人
と
の
絆
が
浅
く
な
り

が
ち
な
昨
今
、
今
後
も
身
近
な

所
か
ら
、
温
か
な
交
流
や
体
験

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
幼
稚
園
）

編
集
後
記

　　

今
月
号
は
話
題
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

様
々
な
場
所
へ
出
向
く
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
も
大

盛
況
で
し
た
が
、
惜
し
く
も
来
場
者
が

１
万
人
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
運
営

側
は
「
来
年
こ
そ
は
！
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
朝
晩
肌
寒
く
感
じ
る
日
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
た
つ
を
引
っ

張
り
出
し
て
き
た
方
も
多
い
の
で
は
。

こ
た
つ
で
ミ
カ
ン
が
お
い
し
い
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
冬
に
み
か
ん
を

食
べ
る
の
は
、
日
本
の
風
土
に
ぴ
っ
た

り
な
の
だ
そ
う
で
す
。
空
気
の
乾
燥
に

よ
る
潤
い
補
給
や
風
邪
予
防
に
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
、
疲
労
回
復
に
は
ク
エ
ン
酸
が

効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
一
説
で
は
、

こ
た
つ
で
ミ
カ
ン
を
食
べ
る
の
は
、
皮

を
む
く
の
に
ナ
イ
フ
が
い
ら
ず
果
汁
も

飛
び
散
ら
な
い
の
で
、
り
ん
ご
よ
り
も

手
軽
に
食
べ
ら
れ
て
、
こ
た
つ
か
ら
出

る
必
要
が
な
い
か
ら
、
と
い
う
の
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　
　
（
広
報
担
当　

お
お
く
ぼ
）

学
校
の
話
題
　
田
子
幼
稚
園

　情報スクランブル

秋
風
鈴
ち
ょ
っ
と
鳴
ら
し
て
み
て
仕
舞
ふ

 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

長
々
と
活
気
あ
り
け
り
蟻
の
列 

原　

瓢
子
（
徳
造
）

灯
を
消
し
て
書
斎
の
窓
に
月
据
ゑ
る 

森
き
よ
し
（
清
）

ど
ん
ぐ
り
の
一
つ
大
き
く
園
児
の
手 

大
矢
公
江

農
婦
に
も
や
っ
と
笑
顔
の
稲
穂
か
な 

川
村
キ
ヱ

穏
や
か
に
機
織
の
音
葉
月
か
な 

堀　

つ
や
子

枝
豆
の
重
さ
確
か
め
求
め
け
り 

山
本
一
枝
子

参
道
の
一
段
ご
と
に
涼
新
た 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

風
あ
り
て
こ
そ
の
華
や
ぎ
秋
ざ
く
ら 

原　

秋
月
（
菊
次
郎
）

爽
や
か
な
雲
の
離
れ
し
四
角
岳 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
４
年
11
月
号
（
平
成
26
年
10
月
22
日
発
行
）
通
算
第
６
６
０
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.lg
.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

●田子幼稚園
（実習期間：９月１日～９月29日）

釜渕 智子（かまぶち ともこ）さん
19歳、七日市

八戸学院短期大学幼児保育学科２年

①園は自然に囲まれているので、散歩や虫取りな
ど自然と触れあう遊びが盛んに行われているこ
とが印象的でした。

②あいさつです！　町にいたときは、特に知って
いる人でなくてもあいさつをするのが普通でし
たが、町を出てみるとそうではないのを知って、
改めて田子の良いところだと感じました。

③幼稚園や保育園など、子どもと関わる仕事に就
きたいです。そして、一緒になって遊べる体力
のある先生に、子どもたちにとって一番身近な
存在になれたらいいなと思います。

④最初は、子どもたちとの距離の取り方や次の行

動への促し方に苦戦しました。先生方が普段何
気なくしている声掛けが、いかに自然で適切に
行われているかを目の当たりにして、多くの気
づきが得られました。また、私が考えた遊びを

「またやりたい！」と言ってもらえて、とっても
うれしかったです。

がんばれ！ 田子町出身の若者たち☆
教育実習生の紹介

①実習先の印象　②町外で暮らして感じる田子町の良いところ
　③将来の目標　④実習をしてみての感想

はじめてのハッピーバースデイ
平成25年10月に生まれた満１歳のお友だちです。

●平山匠
た く と

人ちゃん
Ｈ25.10.7

（原・男の子）
よく食べ、よく遊ぶた
くと！　これからもお
兄ちゃんと仲良く、大
きく育ってね

●長沢和
か ず き

季ちゃん
Ｈ25.10.29

（ ノ実・男の子）
和季、お誕生日おめで
とう！　元気にすくす
く育ってね！

●名前：山田 悦輝（やまだ よしてる）

●年齢：72歳

●出身：田子町生まれ

●担当：総合診療（主に内科）

　町立田子診療所副所長・老健たっこ施設長

◎趣味　山歩きが好きで、以前は四角岳にも登ったり
していましたが、今は仕事が趣味のようなものです。

◎ひと言　長い間地域医療に携わってきまし
たが、地域にしてみれば「ずっといてくれる、
ずっと診てくれる先生」が必要というのが一
番なんだなと感じています。縁あって５年ぶ
りにまた田子町に戻ってきました。自分自身
も、田子町で生まれたこともあり、ふるさと
のために「山田先生が来てくれて良かった」
と思われるように頑張ります。

田子診療所から

山田先生よろしくお願いします


